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富士と湖の自然をみつめて富士と湖の自然をみつめて

ご意見・ご質問は、TEL（FAX）0555－20－3510　河口湖フィールドセンター　自然共生研究室まで

野生のニホンザルによる被害を防ぐには

自然観察教室と理科副読本委員会での冬鳥の観察

　ニホンザルは青森から屋久島まで分布していますが、関東から近畿地方に多く、特に中部地方は全国で最も分布拡大が顕著で

す。山梨県では群れが６８％の地域で見られ、滋賀県の７４％に次いで全国二位で、甲府盆地や富士山、東部の一部以外にはいる

という状況です。県内では、西部と奥秩父から御坂山脈にか

けての地域が主な生息地で、そこから周辺に分布を拡大して

きていて、河口湖周辺は奥秩父からの生息地の南端にあたり

ます。富士河口湖町周辺でのニホンザルの分布拡大を推定し

てみたのが右の図です。1953年の調査では丸印の部分、三ッ

峠周辺と王岳周辺に生息していただけとされていました。そ

の後、1970年代には御坂峠周辺でも目撃されるようになり、

1990年代には足和田山塊にも住みつくようになりましたの

で、太矢印のように分布を拡大してきたのではと考えられま

す。さらには細矢印のように「はなれザル」が進出してきてい

ます。野生のニホンザルは、「はなれザル（ほとんどオス）」「オ

スグループ」「群れ（メスを中心とする）」の３つに分けられ、

分布を拡げる時にはこの順に現れ、「群れ」が来たら居ついて

しまいます。

　農産物被害でも、電線や屋根を利用して防護柵を簡単に乗り越え、対策が立てにくい状況です。学術捕獲のために置かせてい

ただいているオリに、カボチャ・ジャガイモ・ミカン・リンゴ・モンキーバナナ・落花生を入れてみました。カボチャ・ジャガイモ・

ミカンはすぐ持って行かれましたが、残りの３つには手もつけませんでした。野生のサルは食べたことのない物は持って行かな

かったのです。日光などでは、観光客から食べ物をもらうことにより、買い物袋を持った人を襲ったり、店まで侵入して菓子等を

持ち去ったりするようになってきていますが、幸い河口湖周辺の群れは、まだ人が近づくと逃げ、人から直接食べ物を奪うとい

う状況にはなっていません。

　観光客の人達に、「野生のサルと動物園のサルは全く違うこと」「絶対にエサを与えないこと」を徹底すると同時に、群れが移動

しているコース、夜寝ている場所、被害の起こっている場所や作物を調べる生態的調査を基礎にして、加えて、地域の方々の協力

でサルを追い上げることによって、なんとか被害を防げるのではと考えています。

　１月11日の午前中に第９回自然観察教室が１１名の小学生の参加で（写真）、同

日午後には理科副読本委員会の先生方によって、西湖と河口湖で冬鳥の観察が行

われました。自然観察教室では、大石の戸沢キャンプ場の前で、ご主人が定期的

にエサをあげて下さっているおかげで、マガモ・ヒドリガモ・キンクロハジロ・

オオバンの大群とシジュウカラガンを間近で見ることが出来ました。西湖の放水

路近くでもカモ類を、野鳥の森では、手の上からエサをとるところは見られませ

んでしたが、エサ台に集まる留鳥（年中見られる鳥）ヤマガラやシジュウカラ・

スズメなどをすぐ近くで見ることが出来ました。また、道の駅かつやま付近の湖

畔でもオオバンやキンクロハジロの大群などを見ることができ、河口湖・西湖が

冬鳥達にとっても大切な場所であることがわかりました。野外での最終回で冬休

み中、それに加えて冬の快晴で寒さにもめげず参加した人達は立派だと思いました。

　午後の理科副読本のための冬鳥の観察と写真撮影も、午前のコースに２ヶ所加えて行われましたが、午前に見られた鳥たちに

加えて西湖でカンムリカイツブリを、大石の西でヨシガモとホシハジロを、鵜の島周辺ではカワウとアオサギの群れを見ること

が出来ました。理科の副読本のために自分たちで写真を撮ろうと、

冬鳥の撮影にチャレンジしたのですが、望遠レンズでないと撮れな

い種類がほとんどで、望遠レンズはデジカメ用が限られているこ

と、手ぶれしやすいことなどで苦労しましたが、一応見られた冬鳥

は写真におさめることができました。右の写真は、ヨシガモ・マ

ガモ・ヒドリガモ・キンクロハジロ・ホシハジロ・オオバンが仲良く

一緒にエサをとっているところです。
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女と男の情報コーナー
ひとひと

女と男の情報コーナー
ひとひと

女と男の情報コーナー
ひとひと

　
男
女
共
同
参
画
、
男
女
平
等
、
私
は
こ
の
言
葉
を
聞

く
と
20
年
程
前
中
国
で
出
会
っ
た
通
訳
の
王
さ
ん
と

の
会
話
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
御
存
知
だ
と
思
い
ま
す
が
当
時
、
日
本
で

は
男
性
ば
か
り
が
目
に
付
く
就
労
現
場
に
と
に
か
く

女
性
が
多
か
っ
た
の
で
す
。
路
線
バ
ス
、
電
車
、
警
官
、

一
番
驚
い
た
の
が
製
鉄
所
の
現
場
で
し
た
。「
私
は
ど

う
し
て
? 

仕
事
が
無
い
の
?
」
と
聞
く
と
王
さ
ん
は

平
然
と
、
す
べ
て
が
平
等
で
国
営
企
業
。
当
然
男
女
の

違
い
な
く
一
人
の
労
働
者
と
し
て
扱
わ
れ
仕
事
も
収

入
も
同
じ
で
あ
る
と
い
う
の
で
す
。
反
対
に
「
日
本
は

な
ぜ
違
う
の
か
」
と
。

　
同
じ
仕
事
で
同
じ
収
入
だ
か
ら
恋
人
と
の
デ
ー
ト

で
映
画
・
食
事
も
す
べ
て
割
り
勘
が
当
た
り
前
、
男
性

だ
け
が
出
す
の
は
女
性
に
対
し
て
大
変
失
礼
な
こ
と

…
と
考
え
方
が
進
ん
で
い
る
?
?

　
と
こ
ろ
が
3
年
ほ
ど
前
富
士
登
山
の
ツ
ア
ー
に
参

加
し
て
い
た
中
国
か
ら
の
留
学
生
は
違
っ
て
い
ま
し

た
。
同
行
し
て
い
た
男
性
の
す
べ
て
お
ご
り
。
彼
女
い

わ
く
確
か
に
初
め
は
む
っ
と
し
た
け
ど
日
本
で
は
習

慣
的
な
事
ら
し
い
か
ら
、
そ
れ
に
気
分
が
す
ご
く
い
い

の
で
。 

「
現
代
っ
子
」
、「
勘
違
い
」
。
皆
さ
ん
は
ど
の
よ

う
に
感
じ
ま
す
か
。

　
今
年
、
中
国
か
ら
の
観
光
で
こ
の
地
に
訪
れ
る
方
が

大
変
多
い
と
き
い
て
ま
す
。
ぜ
ひ
同
じ
話
題
で
話
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　 

町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
　
小
池
亦
彦

リ
レ
ー
こ
ら
む

リ
レ
ー
こ
ら
む

暴力(I)STOP  THE 平成16年12月「配偶者暴力防止法」が改正平成16年12月「配偶者暴力防止法」が改正

　配偶者からの暴力被害は、犯罪となる行為をも含む重大な人権侵害です。昨年12月に改正された「配偶者か

らの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律（配偶者暴力防止法）」について今月号では、「相談」に関して

お知らせします。

配偶者からの暴力 　いろいろな形態があります。

相　　　談 　いろいろな機関で相談を行っています。

男性女性を問いません。事実婚や元配偶者も含まれます。
※離婚前に暴力を受け離婚後も引き続き暴力を受ける場合。

身体的暴力のみならず、精神的・性的暴力も含まれます。
※保護命令は、身体的暴力のみ対象。

配偶者

暴　力

………………………………………………………………………

　　　　　　　　　　　　　　　　（山梨県女性相談所　℡０５５－２５４－８６３５）

　都道府県の婦人相談所など適切な施設が、配偶者暴力相談支援センターの機能を果たしています。

　①相談または相談機関の紹介

　②カウンセリング

　③被害者及び同伴者の一時保護

　④被害者の自立生活促進のための情報提供

　　その他の援助

　⑤保護命令制度利用についての情報提供

　⑥被害者を居住させ保護する施設の利用に

　　ついての情報提供その他の援助

　被害者の意思を踏まえ、配偶者の検挙、指導・

　警告、自衛・対応策についての情報提供など

　の適切な措置をとります。

配偶者暴力支援相談センター

警　　　　察

困ったこと、悩みなどご相談をお受けします。

　町教育委員会内　℡７２－６０５３

ひとりで悩まずお電話ください。

　　　　　℡０５５－２５２－０４３０

★いずれも秘密は厳守されます。安心してご

　相談ください。

町女性なんでも相談」実施中

「女性のホットライン」

町女性なんでも相談」実施中

「女性のホットライン」

　
ベ
ア
テ
は
日
本
女
性
の
幸
せ
を
願
い
、
憲
法
草
案
の

作
成
に
携
わ
っ
た
。
女
性
の
人
権
と
男
女
平
等
を
謳
っ

た
条
文
は
、
ひ
と
粒
の
種
と
な
っ
て
日
本
に
根
づ
き
や

が
て
そ
れ
は
い
く
つ
か
の
確
か
な
実
を
結
ん
だ
。

　
２
０
０
５
年
４
月
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
特
別
鑑
賞
券

（
１
５
０
０
円
）
を
ご
希
望
の
方
は
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
生
涯
学
習
課
（
℡
７
２-

６
０
５
３
）
ま
で

映
画
「
ベ
ア
テ
の
贈
り
も
の
」

　
　
　
―
岩
波
ホ
ー
ル
ー

※

※

△

△
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県
民
文
化
祭
　
み
ん
な
の
手
芸
展

創
業
塾
の
お
知
ら
せ

（
財
）
富
士
桜
育
英
会
　
第
19
回
奨
学
生
に
つ
い
て

中
央
高
校
通
信
制
　
入
学
生
募
集

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
の
ご
案
内

＝
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会
＝

借
金
問
題
で
困
っ
て
い
る
方
の
た
め
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

無
料
法
律
相
談
会

■
日
　
時
　
２
月
20
日
（
日
）
午
後
１
時
～
４
時

■
場
　
所
　
ぴ
ゅ
あ
富
士
（
旧
富
士
女
性
セ
ン
タ
ー
）

■
予
約
・
問
合
先
　
山
梨
県
司
法
書
士
会

　
　
　
　
　
　
（
℡
０
５
５
‐
２
５
３
‐
６
９
０
０
）

主
　
催
　
山
梨
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

①
２
級
土
木
施
工
管
理
技
士
受
検
準
備
講
座

■
日
　
時
　
４
月
下
旬
か
ら
18
日
間

■
受
講
料
　
会
員
　
３
万
円
、
会
員
外
　
３
万
２
千
円

　
　
　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
、
願
書
代
別
途
）

■
締
切
り
　
２
月
下
旬

②
普
通
職
業
訓
練
生

■
募
集
種
目
　
木
造
建
築
科
、
配
管
科
、
塑
性
加
工
科

　
　
　
　
　
　
建
築
塗
装
科
、
左
官
科

■
期
　
間
　
各
科
と
も
３
年
間

　
　
　
　
　
夜
間
訓
練
　
午
後
６
時
半
～
９
時
半
、
　

　
　
　
　
　
昼
間
訓
練
、
指
定
土
曜
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
特
　
典
　
技
術
士
補
資
格
取
得
、
国
家
技
能
検
定
試

　
　
　
　
　
験
２
級
の
学
科
試
験
免
除
、
国
家
技
能
検

　
　
　
　
　
定
試
験
１
級
受
験
に
必
要
な
実
務
経
験
年

　
　
　
　
　
数
短
縮

■
締
切
り
　
３
月
18
日

●
問
合
先
　
富
士
吉
田
市
職
業
訓
練
協
会

　
　
　
　
　
℡
２
２
‐
５
２
１
４

　
自
宅
学
習
と
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
高
校
を
卒
業
で
き
る

の
が
、
通
信
性
高
校
で
す
。
勉
強
す
る
内
容
は
全
日
制

・
定
時
制
と
同
じ
で
す
。
卒
業
を
目
的
に
す
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
特
定
の
教
科
だ
け
勉
強
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

■
募
集
人
員
　
普
通
科
　
１
０
０
名

■
募
集
期
間
　
３
月
１
日
～
３
月
31
日

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
申
込
み
方
法
　
高
校
入
学
後
五
月
末
日
ま
で
に
高
校
へ

　
　
　
　
　
　
　 

申
込
み
、
高
校
長
の
推
薦
を
得
る
こ
と

◆
奨
学
金
賛
助
会
員
募
集
◆

　
こ
の
奨
学
金
は
、
富
士
河
口
湖
町
や
富
士
吉
田
市
を

中
心
と
す
る
富
士
北
麓
地
域
の
有
志
の
皆
様
方
の
善
意

の
持
寄
り
金
（
賛
助
会
費
）
に
よ
り
昭
和
62
年
か
ら
富

士
産
業
文
化
振
興
会
を
組
織
し
、
奨
学
金
を
交
付
し
て
参

り
、
現
在
ま
で
卒
業
生
も
百
五
十
名
を
超
え
、
奨
学
金
を

差
し
上
げ
な
が
ら
財
産
が
１
億
円
を
突
破
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
の
で
、
平
成
11
年
４
月
こ
の
基
本
財
産
１

億
円
を
以
っ
て
、
財
団
法
人
富
士
桜
育
英
会
を
主
婦
を

含
む
賛
助
会
員
約
百
名
の
皆
様
で
設
立
し
現
在
活
動
中

で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
苦
学
生
を
援
助
で
き
る
よ
う

賛
助
会
員
の
募
集
を
し
て
い
ま
す

●
１
口
　
毎
月
１
千
円
（
何
口
で
も
結
構
で
す
）

●
振
込
金
融
機
関
　
山
梨
中
央
銀
行
吉
田
支
店
、
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　 

山
梨
信
用
金
庫
富
士
吉
田
支
店

　
　
　
　
　
　
　
　 

都
留
信
用
組
合
　
本
店

 

【
い
ず
れ
の
金
融
機
関
の
支
店
か
ら
の
口
座
振
込
み
料
は
無
料
で
す
】

●
問
合
せ
先
　
財
団
法
人
富
士
桜
育
英
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
富
士
吉
田
市
下
吉
田
６
４
２
の
３

　
　
　
　
　 

 

（
株
）
森
嶋
ビ
ル
二
階
　
℡
24
‐
2
3
3
1

　
国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
、
教
育
に
か
か
る
ご
家
庭

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
目
的
と
し
た
「
国
の
教
育
ロ

ー
ン
」
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
入
学
時
や
在
学
中
の

費
用
と
し
て
幅
広
く
ご
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
利
用
対
象
　
世
帯
の
年
間
収
入
が
９
９
０
万
円
（
事 

　
業
所
得
者
は
７
７
０
万
円
）
以
内
の
保
護
者
の
方

■
ご
融
資
額
　
高
等
学
校
、
短
期
大
学
、
大
学
、
専
修
・
各

　
　
　
　
　
　
種
学
校
な
ど
の
学
生
・
生
徒
で
、
お
一
人

　
　
　
　
　
　
に
つ
き
金
２
０
０
万
円
以
内

■
返
済
期
間
　
10
年
以
内

■
据
置
期
間
　
在
学
期
間
内
で
元
金
の
据
置
が
で
き
る

■
利
　
　
率
　
年
１
・
７
％
（
平
成
16
年
11
月
10
日
）

●
問
合
せ
先
　
国
民
生
活
金
融
公
庫
甲
府
支
店

　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5
‐
2
2
4
‐
5
3
6
1

■
日
　
時
　
２
月
19
日
（
土
）
～
23
日
（
水
）

■
場
　
所
　
郡
内
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

■
出
展
作
品
　
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
編
み
物
、
織
物
、
粘

　
土
細
工
、
陶
芸
、
切
り
絵
、
押
し
花
、
生
活
小
物
細

　
工
、
絵
手
紙
な
ど

■
主
　
催
　
み
ん
な
の
手
芸
展
実
行
委
員
会

●
問
合
先
　
県
郡
内
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
℡
２
４
‐
４
４
０
６
）

　
新
し
く
独
立
・
開
業
を
め
ざ
す
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
・
Ｏ

Ｌ
・
主
婦
・
学
生
の
皆
さ
ん
、
事
業
転
換
・
多
角
化
・

経
営
革
新
を
し
た
い
中
小
企
業
者
・
開
業
間
も
な
い
経

営
者
の
ニ
ー
ズ
に
、
専
門
家
が
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

■
日
　
程
　
全
３
回
、
い
ず
れ
も
午
後
６
時
～
９
時

　
　
　
　
　
２
月
15
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
基
礎
知
識
」

　
　
　
　
　
２
月
16
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
「
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
の
作
り
方
」

　
　
　
　
　
２
月
17
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
「
事
業
プ
ラ
ン
づ
く
り
の
実
践
」

■
場
　
所
　
都
留
市
商
工
会
館
（
都
留
市
上
谷
３
‐
６
‐
３
８
）

■
講
　
師
　
中
小
企
業
診
断
士
　
丸
山
孝
雄
先
生

■
募
集
定
員
　
30
名
　
受
講
料
は
無
料

●
申
込
方
法
　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

郡
内
地
域
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
　

℡
0
5
5
4-

43-

7
4
4
4
　f

a
x

0
5
5
4-

45-

1
6
4
4

都
留
市
商
工
会

℡
0
5
5
4-

43-

1
5
7
0
　f

a
x

0
5
5
4-

45-

1
6
4
4

　
経
済
的
理
由
で
、
高
等
学
校
に
修
学
困
難
な
学
生
に

対
し
て
奨
学
金
を
援
助
し
ま
す
。

●
奨
学
金
　
毎
年
７
万
×
３
年
間
合
計
21
万
円
（
返
済
不
要
）

●
対
　
象
　
高
等
学
校
長
の
推
薦
者
よ
り
、
当
財
団
の
選

　
　
　
　
　 

考
委
員
会
で
決
定
す
る
　
毎
年
７
～
９
人
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市 

民 

法 

律 

講 

座

甲
府
地
方
・
家
庭
・
簡
易
裁
判
所
の
駐
車
場
に
つ
い
て

ク
ラ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
養
成
講
習
会
の
お
知
ら
せ

平
成
16
年
度
子
ど
も
ゆ
め
基
金
助
成
事
業

　
河
口
湖
ウ
ィ
ン
タ
ー
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

ＵＲＬ　　http://www.Yamanashi.plo.jda.go.jp　
Ｅ－mail　hq1@yamanashi.plo.jda.go.jp
応募希望者は下記までお問合せください。
　　　　　自衛隊山梨地方連絡部　大月募集事務所　
　　　　　大月市御太刀2‐8‐10　電話：0554‐２２－１２９８

平成１７年度自衛官等募集案内

幹部候補生

予備自衛官補

一
般
・
技
術

一
　
般

技
　
能

歯
科
・
薬
剤

20歳以上

26歳未満の者

（22歳未満の

者は大卒（見込

含））

専門の大卒（見

込含）20歳以上

30歳未満（薬剤

は26歳未満の者、

薬学修士学位取

得者は28歳未満）

18歳以上

34歳未満の者

18歳以上

保有する技能

に応じ53～55

歳未満の者

入隊後約1年で

3等陸・海・空尉

大学院修士学位

取得者は2等陸・

海・空尉

免許取得後
歯科は2等陸・海
・空尉
薬剤科は入隊後
約1年で3等陸・
海・空尉

３年間で50日間

訓練参加後、予備

自衛官として任用

２年間で10日間

訓練参加後予備

自衛官として任用

4月上旬

～5月上旬

第1回

1月11日

～4月8日

第2回

7月19日

～10月14日

第1回

4月中旬

第2回

10月下旬

5月下旬

※第1回

で採用予

定者に達

した場合、

第2回は

実施しない

募集種目
区分 願書受付期間 第１次試験 概　　要

資格

　
②
３
日
間
全
て
の
講
座
に
参
加
可
能
な
者
。

■
募
集
人
員
　
60
名
（
多
数
の
場
合
は
、
申
込
順
）

■
受
講
料
等
　
無
料

■
申
込
締
切
　
２
月
17
日
（
木
）

●
問
合
先
・
申
込
先
　
社
会
体
育
係
（
℡
73
‐
１
２
２
０
）

■
日
　
時
　
２
月
11
日
（
金
祝
）
、
３
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
集
合
、
午
後
４
時
解
散
　

■
場
　
所
　
河
口
湖
ア
ウ
ト
ド
ア
セ
ン
タ
ー
（
大
石
）

■
参
加
費
　
５
０
０
円

■
参
加
対
象
　
小
学
３
年
生
～
高
校
生
と
そ
の
保
護
者

■
定
　
員
　
各
回
15
名

■
申
込
先
　
N
P
O
法
人
フ
ィ
ー
ル
ズ
（
富
士
地
球
教

　
育
自
然
学
校
）
℡
20-

4
0
6
0
　f

a
x

20-

4
0
5
3

の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
主
　
催
　
山
梨
県
教
育
委
員
会

■
主
　
管
　
山
梨
県
広
域
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

■
日
　
時
　
２
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
午
前
８
時
40
分
～
午
後
３
時

　
　
　
　
　
３
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
午
前
８
時
40
分
～
午
後
３
時

　
　
　
　
　
　
　
６
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
午
前
８
時
40
分
～
午
後
３
時
30
分

■
会
　
場
　
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
武
道
館
第
一
会
議
室

■
内
　
容
　
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　
　
　
　
　
（
全
９
講
座
、
詳
細
は
、
お
問
合
せ
下
さ
い
）

■
受
講
条
件
　

　
①
山
梨
県
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
20
歳
以
上
の
者
で
、
県

　
　
内
に
て
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
及
び
そ

　
　
の
運
営
に
携
わ
る
意
思
の
あ
る
者
。

　
　
　
　
　
（
土
日
祭
日
及
び
３
月
３
日
、
３
月
９
日

　
　
　
　
　
　
は
除
く
、
３
月
31
日
は
正
午
ま
で
）

■
出
願
資
格
　
①
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
（
卒
業
見
込

　
み
も
含
む
）
②
中
学
校
卒
業
者
と
同
等
以
上
の
学
力

　
が
あ
る
と
学
校
長
が
認
め
た
者
③
年
齢
制
限
は
あ
り

　
ま
せ
ん
が
、
県
内
在
住
者
に
限
り
ま
す
。

■
出
願
書
類
　
入
学
願
書
、
卒
業
証
明
書
、
成
績
証
明

　
書
、
住
民
票
、
写
真
４
枚
、
面
接
票
、
返
信
用
封
筒

■
出
願
方
法
　
本
人
が
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
そ

　
の
際
面
接
を
行
い
ま
す
）

■
入
学
選
抜
方
法
　
書
類
及
び
面
接
に
よ
り
ま
す
。

■
経
　
費
　
１
年
間
に
必
要
な
学
費
は
、
約
３
万
円

●
問
合
先
　
県
立
中
央
高
等
学
校
通
信
制

　
　
　
　
　
（
甲
府
市
飯
田
） 

℡
０
５
５
‐
２
２
６
‐
４
４
１
２

■
第
１
回
　
２
月
19
日
（
土
）
午
後
１
時
～
４
時

　
「
桃
太
郎
の
な
な
し
‐
法
律
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
‐
」

　
「
消
費
者
問
題
に
つ
い
て
‐
最
近
の
ト
ラ
ブ
ル
事
例
を
中
心
に
し
て
」

　
第
２
回
　
２
月
26
日
（
土
）
午
後
１
時
～
４
時

　
「
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
‐
裁
く
の
は
あ
な
た
だ
‐
」

　
「
男
と
女
の
法
律
関
係
‐
結
婚
・
離
婚
・
愛
人
問
題
等
‐
」

■
場
　
所
　
山
梨
県
弁
護
士
会
館
大
会
議
室
（
甲
府
市
）

●
主
　
催
　
山
梨
県
弁
護
士
会

　
　
　
　
　
（
℡
0
5
5-

2
3
5-

7
2
0
2
）

　
甲
府
地
方
・
家
庭
・
簡
易
裁
判
所
は
、
庁
舎
建
て
替

え
工
事
の
た
め
平
成
17
年
２
月
中
旬
か
ら
、
駐
車
場
の

使
用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
車
で
の
乗
り
入
れ
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
来
庁
の
際
は
他
の
公
共
交
通
機
関
等

を
ご
利
用
下
さ
い
。

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
気
軽
に
楽
し
み
、
参
加
し
、
交
流

す
る
場
と
し
て
期
待
さ
れ
る
「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
」
の
立
ち
上
げ
や
運
営
に
必
要
な
事
項
に
関
す

る
講
習
で
、
そ
の
経
営
能
力
を
有
す
る
専
門
的
な
人
材

（
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
の
育
成
を
図
る
目
的
で
次
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TEL 0555-72-5588　休館日　火曜日、祝日の翌日

お問い合わせ

♪２００５年イベント予定♪♪２００５年イベント予定♪

平成１７年８月１３日（土）予定～２０日（土）　富士山河口湖音楽祭２００５

　　　　　８月２０日（土）『佐渡裕指揮　シエナウインドオーケストラコンサート』

皆様に楽しんでいただける公演を企画しています。どうぞご期待下さい！！

河口湖ステラシアターフレンドリークラブ会員募集河口湖ステラシアターフレンドリークラブ会員募集
新年度会員平成１７年３月１日より受付開始!!

　河口湖ステラシアターフレンドリークラブでは平成１７年度の新規会員を募集します。ステラシアター・円形

ホールでのコンサートをお楽しみになりたい方、ぜひご入会ください。

《入会金》無料、《年会費》１，０００円又は２，０００円です。平成１７年３月１日より受付開始となります。

（有効期間平成１７年４月１日より１年間）

　平成１７年度河口湖ステラシアターフレンドリークラブ会員への入会をご希望される方は、下記の方法でお申

し込みください。

　　　　　　　　　　　　　●河口湖ステラシアター及び河口湖円形ホールのチケットの優先電話予約

　　　　　　　　　　　　　●コンサート情報をダイレクトメールにてお知らせ

　　　　　　　　　　　　　●チケットの割引（公演によっては適用とならない場合もあります）

　　　　　　　　　　　　　●観光スポット・飲食店などのご優待（会員ご本人のみとなります）

　　

　　　　　　　　　　　　　入会金　　　無料

　　　　　　　　　　　　　年会費　　【一般会員】　　　1,000円（１公演につきチケット割引２枚まで）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　【ファミリー会員】2,000円（１公演につきチケット割引５枚まで）

特　典

お申し込み方法

郵便局備付の払込票（赤色）に必要事項記入

の上お振込下さい（振り込み手数料無料）

【口座番号】00240-5-7769

【加入者名】河口湖ステラシアター

　　　　　　　　　　イベント実行委員会

【通 信 欄】旧会員番号（会員更新の場合）

【ご依頼人】お名前にはフリガナをご記入

　　　　　　下さい

窓口の申し込み用紙に必要事項をご記入の

うえ年会費を添えてご提出下さい。その場で

会員証を発行します。

　窓口営業時間　 　　９：００～１７：００

　休館日　　　　　 　火曜日、祝日の翌日

※お振込から会員証が届くまで１０日程かかります。

郵 便 振 込 ステラシアター窓口来館郵 便 振 込 ステラシアター窓口来館


